
請 求 書 

令和 年 月 日 

兵庫県立龍野北高等学校 鶏鳳北同窓会 会長 

 

□ 兵庫県立龍野北高等学校    クラブ名                  

  教師(顧問)                    

                          (連絡先）                                             

 メールアドレス                                         

 

□ 鶏鳳北同窓会役員      氏 名                 

                  (連絡先）                                             

 メールアドレス                                         

 

兵庫県立龍野北高等学校 鶏鳳北同窓会規約第 17 条のよる鶏鳳北同窓会細則 

□  第 4 条第 1項に基づく香料、供花、弔電などの実費 

□  第 4 条第２項に基づく香料、供花、弔電などの実費 

□  第 5 条に基づく会議に参加するための実費 

□  第 8 条第 1項に基づく支部又は各科の記念事業費 

□  第 8 条第２項に基づく科の事業費 

□  第９条第１項第 1号に基づく部活動全国大会出場支援金 

□  第９条第１項第２号に基づく部活動兵庫県代表支援金 

□  第９条第１項第２号に基づくその他支援金 

□  予算支出科目（      ）に基づく支出金 

を請求します。 

 

 

 

 

 

  

※教師(顧問)の方は記載不要です。空欄のままとして下さい。同窓会役員の方は必ず振込先を記載下さい。 

振込先  ＪＡバンク・ゆうちょ銀行・兵庫信用金庫・（           ） 

        （        ）支店 

        口座名義       氏名                

        口座番号          第              号  

※同窓会役員の方でＪＡバンク通帳をお持ちの方はＪＡバンクの内容を記載下さいますようお願いします。 

（参考）添付資料  

□ 弔慰に関するお知らせ資料など 

□ 鶏鳳北同窓会の業務に必要な会議の開催通知など 

□ 記念事業開催通知、事業実施資料など 

□ 部活動その他の大会参加要項など 

□ 領収書その他の書類で会長が必要として求めるものなど       裏面参照  

請求⾦額             円 

内訳                                        
                                          
                                          
 



兵庫県⽴⿓野北⾼等学校 鶏鳳北同窓会細則 

第１条  本会会員は、⿓野町⽴商業実修学校・兵庫県⿓野商業学校・兵庫県⽴⿓野商業学校・兵庫県
⽴⿓野⼯業学校・兵庫県⽴⿓野⼯業⾼等学校・同併設中学校・兵庫県⽴⿓野実業⾼等学校・兵
庫県⽴新宮⾼等学校・兵庫県⽴⿓野北⾼等学校 卒業⽣ 及び、かつて各校に在学し役員会に
おいて承認を得た者とする。 

第２条  代表副会⻑１名、副会⻑若⼲名を置く。 
第３条  会費は 5,000 円とし、全⽇制・定時制ともに卒業期に⼀括納⼊する。但し、会費の変更は役

員会の承認を得なければならない。 
第４条  本会役員、評議員、⺟校の役職員、その配偶者及び第１親等の者が死亡した場合は、次の弔慰

⾦を送る。 
    １、本会役員、評議員、及び⺟校の役職員、本⼈が死亡した場合は 10,000 円、本会役員、評議

員、⺟校の役職員の配偶者、同居の第１親等は 5,000 円の⾹料とし、各々供花・弔電を打つ。 
    ２、⺟校の教職員で、本⼈が死亡した場合は１項の規定に準ずる。配偶者、同居の第１親等 
      の死亡は弔電を打つ。 
第５条  役員及び指名を受けた会員⼜は、職務担当者が本会の業務に必要な会議に出席する場合は、

役員会の承認を得て実費を⽀給することが出来る。但し、緊急を要する場合は、会⻑が専決し、
後⽇役員会の承認を得る。 

第６条  地⽅に⽀部を設置する場合は、本部に下記の書類を提出しなければならない。 
１、⽀部設置理由  ２、⽀部規約（案） ３、発起⼈名簿⼜は役員名簿（案）と会員数 
４、その他参考書類 

第７条  本会は、⽀部設置届が提出された場合速やかに役員会に諮らなければならない。 
現在活動している地⽅⽀部は、「関東⽀部」である。 

第８条  当該⽀部⼜は各科で記念事業の開催通知を受けた場合、10,000 円を最⾼限度として事業費よ
り⽀出することができる。ただし、運⽤年度内原則⼀回とする。 
２．科の事業をする場合、10,000 円を最⾼限度として事業費より⽀出することができる。 

ただし、運⽤年度内原則⼀回とする。 
第９条  部活動その他での⽣徒の活躍に対して、⽀援⾦その他を⽀出することが出来る。但し、⽀出に

当たっては、実施要項を添付し、役員会の承認を得る。緊急を要する場合は、会⻑が専決し、後
⽇役員会の承認を得る。 

      １、全国⼤会出場 50,000 円を上限として⽀出する。 
ただし出場者 1 名につき 10,000 円、補助員 1 名につき 5,000 円とする。 

      ２、県代表    30,000 円を上限として⽀出する。 
ただし出場者 1 名につき 5,000 円、補助員 1 名につき 2,500 円とする。 

  ３、その他については、会⻑⼜は役員会にはかり考慮することができる。 
２．前項の⽀援は１団体につき運⽤年度内⼀回とする。 

第１０条  この細則の改正は、３年ごとに⾒直し「役員会」の議決を要するものとする。 
附 則  平成 23 年４⽉１⽇施⾏ 
附 則  平成 26 年 6 ⽉ 14 ⽇改正 

 


